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卯年…何見て跳ねる？力を蓄え思いっきりジャンプだ！ 
 ウサギは耳と後ろ足が長く，背中が丸まっています。実は，この体型が，大きな跳躍力を生むのに

適しているのです。そんなウサギの年(卯年)，2011年が本格的に始動しました。今の学年の残り３ヶ

月は，進級・進学する４月によいスタートダッシュがきれるよう，先を見すえて十分な準備・蓄えを

する期間ではないでしょうか。 

 さて，大切なのは何を見すえるか，どんな目標を立てるかです。そして，そこに向かって努力・挑

戦していくことで，どのような飛 

躍・成長を遂げるかが楽しみです。 

十代というのは，知識・人格・体 

力といったさまざまな面が，最も 

成長する(伸びる)時期です。だか 

ら，中学校・高校での学校生活や 

学校外・社会で積むいろいろな経 

験は，とても貴重なものとなりま 

す。特に，多くの同世代の者と過 

ごす学生時代は，過ぎてしまえば 

二度と経験できません。こんな大 

切な時期だからこそ，何事にも積 

極的に取り組み，自分を磨くべき 

ではないでしょうか。仲間の良い 

ところをたくさん吸収し，先生方 

のアドバイスや指導に対して素直 

に耳を傾け，自分自身の成長の糧 

としていきましょう。たくさんの 

人と出会い，多くの時間を過ごす 

学校には，自分の目標を達成する 

ためのヒントが，必ずあるはずで 

す。個々に前向きな目標をかかげ， 

有意義な日々を送りましょう。 

 ３年生の皆さんは，年末に進路 

希望を確定し，出願手続きを進め 

ているところだと思います。落ち 

着いて，そして油断することなく 

最後の最後までできることをしっ 

かり頑張ってください。 
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“因幡
い な ば

の白
しろ

兎
うさぎ

”伝説から何が見えてくる？ 
 日本神話の代表作『因幡の白兎』には諸説ありますが，一般に知られてい 

る「あらすじ」は，次のとおりです。 
 因幡の国に美しい姫がいるという噂が伝わっていました。神々は，自分の 
お嫁さんにしようと，因幡の国へ出かけて行きました。兄神たちは，旅の荷 
物を全部大国主命に持たせたので，彼は後ろをゆっくりとついて行っていま 
した。先を歩いていた神々が，ある海岸に出ると，毛をむしり取られて赤い肌を出したウサギが 
死んだようにうずくまっていました。「変なウサギがいるぞ。」…神々は笑いながら，ウサギに言い

ました。「海水を浴びて，小高い丘の上で風に吹かれて寝ていれば治るぞ。」…ウサギが言われたと

おりにすると，前よりも痛みがひどくなりました。泣きながら転がっていると，そこに大国主命が 
兄神たちより遅れて通りかかり，ウサギに理由を尋ねました。こういうことだったのです。ウサギ

が隠岐の島から因幡の国に渡りたいと思い，ある日，海で見つけたワニザメをだまそうと考えまし

た。「ワニザメさん，あなたの仲間はたくさんいるようだけど，私の仲間とどちらが多いか比べっ

こしようよ。君が仲間を集めて向こうの岸まで並べてごらん，私がその上を跳んで渡りながら数え

てあげるよ。」…島から対岸まで見事な橋ができあがりました。ウサギは，もう少しで向こう岸に

着こうという時に，あまりの嬉しさについ，「君たちはだまされたのさ。」と言ってしまいました。 
それに怒ったワニザメは，あと一歩というところでウサギを捕まえ，体中の毛をむしり取り，丸裸

にしてしまいました。…これを聞いた大国主命は，「兄神たちは，ワニザメをだましたお前を反省

させようと，あんなことを教えたのかもしれない。これからうそをついてはいけないよ。体を川の

真水で洗いなさい。そして，がまの穂綿にくるまっていれば，すぐに治るよ。」と教えてくれまし

た。しばらくすると，ウサギの体には，元のような白い毛が生えてきました。ウサギは言いました。 
「あの意地悪な兄神様たちは，姫をお嫁にもらうことはできません。姫は，あなた様を選ぶでしょ

う。」…大国主命は，また大きな袋をかついで，みんなの後を追って行きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人を大切にすることが，自分を大切にすることにつながる。 
『因幡の白兎』から，「人をだましたり，あざむいたり，馬鹿にしたりしてはいけない。他人の気持ち

を思いやることが大切さである。」ということを感じ取らなければならないのだそうです。 

 昨年末のしめの式で，校長先生が話された，「人を大切にする者こそが，人からも大切にされ，結局，

自分を大切にすることができるのだ。」という内容に通じるものがあると思います。周囲の仲間や先

生・親など，身近な存在の気持ちをくみ取った言動を心がけていれば，困ったり悩んだりしている時

に，支えてもらったり，アドバイスをもらえたりするのではないでしょうか。逆に，ひとりよがりで

わがままなことばかりしたり，人をあざむいたり傷つけたりしていては，周りの人の気持ちが離れて

いくでしょう。「人間」は，一人では生きていけません。「人と人の間」で共に支え合って生きていけ

るのです。いろいろな人間関係を大切にしていきましょう。今年一年，そんな成長を遂げてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【来年度に向けて…今，取り組むべき課題は…】 
 学校の現状や，昨年１１月末に実施した『学習と生活に関するアンケート』の結果などから， 
次のようなことを課題としてとらえています。 
① 校内の美化を推進すること 
② 人を思いやり，物を大切にする心を育むこと 
③ 服装容儀などの基本的生活習慣や規範意識を高めること 
④ 教員の授業力，生徒の学習意欲を向上させてしっかりとした学力をつけること 
（※『学習と生活に関するアンケート』の一部集計結果を裏面に掲載しています。参照してください。） 

昨年末，ホウキが多数折られるという

残念な“反社会的行為”がありましたが，

教頭先生が皆さんに訴えられたことを

肝に銘じておいてください。 



平成２２年度 学校自己評価アンケート（平成２２年１１月末 実施） 

『学習と生活に関するアンケート』（生徒用・保護者用）集計結果 より 一部抜粋 

肯定的評価(％) 否定的評価(％) 『アンケート』質問項目  

※下段の“斜体字”が保護者のもの 

学 

年 ４よく ３やや ２あまり １まったく 

１３．５ ５０．４ ２４．８ ９．２ １ 

年 ７．４ ６１．７ ２７．７ ３．２ 

１１．４ ５１．７ ２６．８ １０．１ ２ 

年 ３．４ ４７．９ ４４．５ １．７ 

１１．１ ５９．１ ２６．３ ３．５ 

①生 授業はわかりやすいです。 

 

①保 子どもの話や参観の様子などか 

  ら，学校の授業は，子どもたちに 

  とってわかりやすいと思う。 ３ 

年 ６．３ ６７．２ ２５．０ ０．８ 

８．５ ５８．２ ３０．５ ２．８ １ 

年 ５．３ ４８．９ ３９．４ ６．４ 

２０．８ ５５．７ ２０．１ ２．７ ２ 

年 ４．２ ３８．７ ５２．９ ２．５ 

２６．９ ５６．１ １４．６ １．８ 

②生 授業に集中し，熱心に学習して 

  います。 

 

②保 子どもの話や参観の様子などか 

  ら，子どもたちは意欲的に授業に 

  取り組んでいると思われる。 
３ 

年 １２．５ ６４．１ ２１．１ ０．０ 

５．０ ２５．５ ４１．１ ２８．４ １ 

年 ５．３ ２４．５ ４０．４ ２９．８ 

６．７ ２６．２ ４４．３ ２２．８ ２ 

年 ４．２ １６．０ ５２．１ ２７．７ 

１４．０ ３５．１ ３３．３ １６．４ 

③生 一週間を平均すると，一日あた 

  りの家庭学習の時間（塾や家庭教

師によるものは除く）は，どのく

らいですか。 

 

③保 同様の質問 
３ 

年 １７．２ ３８．３ ３０．５ １４．１ 

１１．３ ４７．５ ３６．２ ５．０ １ 

年 １２．８ ５２．１ ２７．７ ５．３ 

１８．１ ４０．３ ３２．９ ８．７ ２ 

年 ９．２ ４４．５ ４２．０ ４．２ 

２５．１ ５２．０ １８．１ ４．１ 

④生 清掃活動に進んでていねいに取

り組んでいます。 

 

④保 学校は，清掃が行き届き，ゴミ 

  が散らかっていないなど，良い環 

  境が保たれている。 
３ 

年 １０．９ ５８．６ ２５．８ ３．９ 

５４．６ ３０．５ １２．１ ２．８ １ 

年 ５０．０ ３９．４ ７．４ ３．２ 

４８．３ ３９．６ ８．１ ４．０ ２ 

年 ２７．７ ４８．７ ２１．０ ２．５ 

６３．２ ３１．０ ５．３ ０．６ 

⑤生 服装など学校のルールやマナー

を守って学校生活を送っていま

す。 

⑤保 子どもは，時間を守る，服装を 

  正す，忘れ物をしないなど，学校 

  生活の基本ができている。 
３ 

年 ４３．０ ４０．６ １２．５ ３．１ 

１７．７ ４６．１ ２６．２ ９．２ １ 

年 ５．３ ５７．４ ３０．９ ４．３ 

１７．４ ３６．２ ２８．９ １７．４ ２ 

年 ５．０ ４３．７ ４２．０ ５．９ 

１６．４ ５１．５ ２７．５ ４．１ 

⑥生 先生は，学習意欲が高まるよう， 

  授業での教え方を工夫してくれて

います。 

⑥保 先生は，子どもたちの学習意欲 

 や学力が向上するように，発問や授 

 業展開，課題などを工夫している。 
３ 

年 １０．２ ６１．７ ２５．０ ２．３ 

※質問③は，４が２時間以上，３が１時間以上２時間未満，２が１時間未満，１がほとんどしない。 

※何か所か，学年の数値を合計しても１００％になりませんが，若干「無回答」があったためです。 


